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   第５．リーダーシップ 

 

ＩＳＭＳ基本方針 

 

私たちは、お客様の信頼の元、ソフトウェア開発・検証業務を通じて業務体系の最適化か

ら生産性向上、製品づくりまで、先端の技術力と高水準な付加価値サービスの提供を行っ

ております。 

 

お客様の情報並びに当社の保有する情報資産を紛失、盗難、不正使用、流出などのあらゆ

る脅威から保護することが、私どもに課せられた最大の責務と認識しております。 

 

今後も継続してお客様に信頼いただけるサービスを提供することを目的に、情報セキュリ

ティを確実にするシステム（ISMS）を構築し、実施していきます。 

また、情報主体のニーズ、IT 技術の最新動向に着目し、ISMS の継続的な改善を図ります。 

 

 

当社は ISMS の確立、実施、点検及び改善のため次の事項を行います。 

 

・情報セキュリティに関連する法令、規制、並びにお客様との契約上のセキュリティ事項

を遵守します。 

・情報セキュリティに関する役割と責任を定め、経営陣が積極的に関与し、これを組織的

に管理運用する体制を確立します。 

・情報資産の機密性、完全性、可用性を維持するためリスクアセスメントを実施し、紛失、

盗難、不正使用、流出等のリスクに対して適切な対応策を実施します。 

 なお、リスクアセスメントは情報資産の変更時及び定期的に実施します。 

・セキュリティ事故の発生予防に努めます。 

 万一、発生した場合には、お客様及び業務への影響を最小限にするために、早期復旧と 

 再発防止のための責任者を定めた組織を確立し、原因究明を行い維持改善に努めます。 

・経営陣および業務に従事する全ての従業員に対して情報セキュリティの意識向上を図り、 

 また内部規定、手順書等の周知徹底を図るため、定期的及び必要に応じその都度、 

 教育・訓練を行います。 

・ISMS の継続的改善のため、また環境の変化に応じて、この ISMS 基本方針についても見

直しを実施します。 
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